
参
考
書
誌
研
究
・
第
三
一
号
（
一
九
八
六
・
三
）

「
愛
国
」
と
い
」
う
語
．

山
，
内
育
　
男

一
　
本
稿
の
課
題

二
　
「
愛
」
字
の
和
訓

三
　
「
愛
」
字
の
字
義

四
、
湊
語
「
愛
」
の
原
義

八七六五
辞
書
に
お
け
る
「
愛
国
」

「
愛
国
」
の
初
出

中
国
の
辞
書
に
お
け
る
「
愛
国
」

結
　
語

．
一
．
本
稿
の
課
題

　
「
愛
国
」
と
い
う
語
が
あ
る
。
こ
の
語
は
へ
中
国
本
来
の
漢
語
で
あ
み
か
、

・
和
製
の
字
音
語
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
中
国
ま
た
は
月
本
で
作
ら
れ
た
翻

訳
語
で
あ
る
か
。
こ
れ
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

　
　
　
二
　
「
愛
．
」
字
の
和
訓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い

　
国
を
愛
す
る
と
い
う
、
そ
の
「
愛
」
は
勿
論
、
和
語
で
は
な
い
、
漢
語

で
あ
る
、
元
来
は
外
国
語
で
あ
る
。
外
国
語
で
あ
る
漢
語
を
和
訳
し
た
も

の
が
和
訓
で
あ
る
。
例
え
ば
漢
語
「
猫
　
ヨ
踏
」
の
和
訓
は
、

　
　
ネ
コ
、
ネ
コ
マ
、
カ
ラ
ネ
・
コ

で
あ
る
。
訳
語
は
必
ず
し
も
一
つ
走
は
限
ら
な
い
こ
と
、
他
の
外
倒
語
の

場
合
と
同
様
で
あ
る
．
ネ
コ
に
つ
い
て
言
え
ぜ
、
手
許
の
英
和
辞
書
に
は
、

　
　
8
け
　
一
ね
こ
科
の
動
物
、
ね
こ
。
2
意
地
悪
女
、
よ
く
ひ
っ
か
く
子
函

　
　
旗
。
3
〔
俗
〕
あ
い
う
、
あ
の
野
郎
。
　
ヒ
，
、

と
あ
る
。
，
「
愛
」
に
も
和
訓
が
あ
る
。
日
本
人
が
漢
語
「
愛
」
を
ど
の
よ
う

に
理
解
し
た
か
は
、
そ
の
和
訓
を
見
れ
ば
分
か
る
。
，

　
万
葉
で
は
、
「
愛
」
字
を
、

　
　
ウ
ツ
グ
シ
（
ヴ
ル
ハ
シ
、
ハ
，
シ
キ
馬
マ
ナ
　
．
・
　
　
　
－
　
　
－

　
　
　
よ

な
ど
と
訓
ま
せ
て
い
る
。
こ
れ
竜
和
訓
の
傍
証
と
は
な
る
。
平
安
初
期
の

西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
訓
点
に
は
「
メ
グ
シ
」
と
あ
る
。
以
下
、
古

字
書
に
拠
る
。

　
院
政
時
代
の
類
聚
名
「
義
抄
（
三
智
院
本
）
で
億
、
「
愛
」
字
に
付
乏
し
な

い
が
、
そ
の
古
字
に
は
付
訓
ず
る
。
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勾
引
事
日
劇
，
悪
態
書
婁
凝
先
乗
、

右
の
注
記
中
の
「
谷
」
は
「
俗
」
の
省
筆
、
俗
字
の
意
。
「
⊥
」
は
「
音
」

の
省
筆
、
字
音
の
意
。
「
古
」
「
正
」
は
そ
れ
ぞ
れ
古
字
・
正
字
の
意
。

　
ま
た
、
色
葉
字
類
抄
（
三
巻
本
）
に
は
、

　
　
オ
シ
ム
、
ア
ハ
レ
フ
、
ヤ
ス
シ
、
■
コ
ノ
ム
、
ア
タ
ラ
シ

と
あ
る
。

、
つ
い
で
．
鎌
倉
時
代
の
字
三
三
（
永
正
五
年
写
字
三
三
）
。

・
乞
η
笑
ム

　
9

凶
ム
ノ
ム
，

ツ
七
フ
．

ユ
ろ
ノ

，
7
、
レ
フ

　
　
’

つ
ぎ
は
室
町
時
代
の
三
三
篇
（
慶
長
一
五
年
整
版
本
）
。

ア
イ
ヲ
し
ム

愛
珍
幽

　
江
戸
時
代
の
字
書
類
も
大
同
少
異
で
あ
る
、

　
以
上
の
和
訓
を
考
え
る
と
、
「
愛
」
と
「
国
」
と
は
熟
字
と
し
て
所
謂

回
忌
。
け
三
三
を
意
味
す
る
「
愛
国
」
走
は
な
り
に
く
い
。
逆
に
言
え
ば
、

「
愛
国
」
の
「
愛
」
に
は
、
以
上
の
和
訓
の
い
ず
れ
も
適
切
で
な
い
。
強
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
（
見
当
違
い
）

て
挙
げ
る
な
ら
「
オ
モ
フ
」
が
わ
ず
か
に
南
鴻
北
矢
の
磯
り
を
免
れ
う
る

か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
「
オ
モ
フ
」
と
い
う
和
訓
を
持
つ
漢
語
は
、
類

聚
名
義
抄
に
見
て
も
約
七
〇
ほ
ど
あ
る
。
「
国
を
お
も
う
」
の
「
オ
モ
フ
」
・

は
「
愛
」
字
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
根
拠
は
指
摘
し
え
な
い
。

　
　
　
　
　
く
ん
　
　
　
　
　
　
　
お
ん

　
「
愛
」
字
を
訓
で
な
く
音
で
「
愛
ス
」
と
読
ん
だ
場
合
の
用
例
を
古
典
に

求
め
て
も
、
そ
の
表
わ
す
意
味
は
和
訓
の
範
囲
を
出
な
い
。

　
江
戸
末
期
ま
で
の
文
献
に
は
、
「
愛
国
」
ど
い
う
熟
字
は
見
当
た
ら
な
い
。

と
言
う
こ
と
は
、
こ
の
語
ば
維
新
前
後
に
作
ら
れ
た
字
音
語
、
ひ
い
て
は

中
国
本
来
の
漢
語
で
も
な
か
っ
た
も
の
、
か
と
の
疑
を
生
じ
さ
せ
る
。

三
　
「
愛
」
字
の
字
義

　
こ
れ
を
確
め
る
た
め
、
ま
ず
中
国
の
字
書
《
つ
い
て
、
「
愛
」
字
の
字
義
．

　
た
ず

を
尋
ね
て
み
る
。
と
こ
ろ
が
、
曲
三
三
な
ら
ば
、
事
は
意
外
に
出
で
て
意

外
に
在
り
、
と
で
も
言
い
か
ね
な
い
ほ
ど
、
中
国
現
代
の
辞
書
で
あ
る
「
酷
評

源
」
「
辞
海
」
や
「
三
編
三
三
僻
典
」
の
類
は
、
・
こ
の
た
め
の
役
に
は
立
た

な
い
。

　
三
三
三
三
先
生
の
「
同
源
字
典
」
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

9
陣
●
・
9
鄭
（
三
三
）

　
　
三
三
…
旧
辞
圏
“
《
陣
℃
三
白
。
ヒ
三
三
旧
辞
㌔
鍋
”
三
盛
。
竜
恥
凄
濁
》
B
，
十

三
”
職
三
三
三
三
麿
％
三
三
”
祭
障
℃
三
三
㌔

　
　
灘
持
・
・
象
鄭
℃
一
三
。
彰
滞
踏
一
三
㏄
劉
鹸
璃
一
翼
撞
瀬
け
。
》
露
㌔
陣
’
鄭
、

三
一
・
一
回
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
　
　
　
う
ん

　
「
愛
」
は
物
部
垂
訓
に
属
す
る
語
、
「
轡
」
「
藏
」
と
同
源
で
あ
る
と
言
ヶ
。
．

　
　
忠
良
切
言
、
皆
欝
苦
衷
。
（
漢
書
路
温
紆
傳
）
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害
心
蕊
結
号
。
（
詩
檜
馬
素
冠
）

そ
し
て
、
右
の
凸
轡
」
「
藩
」
の
義
は
「
滞
」
「
積
」
．
で
あ
る
と
言
う
。
以

上
の
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
「
愛
」
と
「
国
」
と
が
熟
字
と
し
て
所
謂

起
嘗
凶
。
ひ
厨
ヨ
を
意
味
す
る
と
は
考
え
が
た
い
。
層
以
下
、
説
文
解
字
（
中
華

書
局
影
印
本
）
に
拠
る
。
．
－

，
説
文
の
語
源
説
の
細
部
の
．
一
々
は
、
必
ず
し
も
現
代
諸
学
者
の
容
認
す

る
所
で
は
な
い
が
、
層
凡
そ
一
八
○
○
年
の
昔
に
作
ら
れ
た
本
書
を
凌
駕
す

る
ほ
ど
の
語
源
研
究
書
は
、
現
在
も
ま
だ
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

や已
む
を
え
な
い
。

　
「
愛
」
の
古
字
は
「
悉
」
で
あ
る
コ

功
田
Ψ
恵
也
肌
心
先
山
三
代
輪
ゼ
古
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
き

・
こ
れ
は
読
声
で
あ
り
h
「
心
」
が
「
死
」
の
状
態
に
お
る
こ
と
を
表
現
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

死
下
灘
…
難
燃
矧
奨
几
児
喜
茄
先
鵜

　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
「
歴
」
の
船
見
は
・
」
た
め
息
を
つ
く
さ
ま
の
象
形
で
あ
る
。
所
謂
・
胸
が

つ
ま
る
、
胸
に
つ
か
え
る
状
態
を
表
現
す
る
。

」
つ
ぎ
に
、
「
愛
」
字
は
「
画
」
と
「
炭
」
と
か
ら
成
る
。
．
「
画
」
は
手
で
．

保
待
す
る
さ
ま
、
「
炭
」
は
「
心
」
が
「
欠
」
の
状
態
に
あ
る
こ
と
の
表
現
。

久
ぺ
夙
後
聞
也
爺
人
雨
着
後
狂
乱
之
者
凡
拠
之
縄
既
払
久

讃
新
鉱
切
修

久
弓
へ
以
後
灸
之
門
人
三
三
後
有
距
也
周
確
日
盛
諸
藩
潮
回

其
嶢
凡
久
之
腸
皆
杁
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

久
7
盤
曳
又
湊
耐
餐
零
話
冬
喜
圓

　
　
　
」

　
ち
　
　
　
　
き
う
　
　
　
す
い

　
「
欠
」
「
久
」
「
女
」
い
ず
れ
の
心
止
も
、
足
を
引
き
ず
り
背
を
屈
め
て
歩

や
さ
ま
の
象
形
で
行
歩
の
遅
厚
と
レ
て
進
ま
ざ
る
状
態
を
表
現
す
る
。
．

「
心
」
が
4
の
よ
う
な
状
態
を
保
持
し
｛
い
乃
の
が
「
愛
」
で
あ
肛
、
「
愛
」
，

は
「
哀
」
≒
慨
」
と
同
源
の
語
で
あ
る
。

四
　
漢
語
「
愛
」
の
原
義

　
い
ま
一
つ
、
「
愛
」
の
原
義
を
尋
ね
る
手
が
か
り
は
、
古
代
中
国
に
お
い
伝

て
、
こ
の
語
が
外
国
語
の
何
と
い
う
語
の
訳
語
に
用
い
ら
れ
た
か
を
調
べ

る
ご
ど
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
漢
訳
仏
典
に
当
た
る
の
が
よ
、
い
。
以
下
、
宇

井
三
三
の
「
佛
教
思
想
研
究
」
に
拠
る
。

仏
陀
は
、
十
二
因
縁
に
お
い
て
、
苦
は
愛
の
所
産
で
あ
る
と
説
い
た
。

こ
の
「
愛
」
と
訳
さ
れ
た
原
語
は
、
壁
心
げ
鋤
で
あ
る
。
こ
の
語
億
、
水
を
欲

し
て
止
ま
な
い
渇
の
状
態
を
表
わ
し
、
「
渇
愛
」
ど
も
訳
さ
れ
る
。
＄
嘗
餅

は
本
能
的
の
根
本
希
求
欲
望
で
あ
っ
、
て
、
、
こ
れ
は
満
足
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
。
求
め
て
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
が
創
二
犀
犀
ゴ
9
、
－
漢
訳
し
て
「
苦
」

で
あ
る
。

　
お
そ
ら
く
、
漢
語
「
愛
」
の
原
義
忙
縁
、
梵
語
＄
嘗
鋤
の
訳
語
に
充
当

さ
れ
て
よ
い
だ
け
の
意
味
を
含
ん
で
い
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。
漢
語
「
愛
」

　　　一　三一



　
　
も
の
お
し
み

　
が
「
三
三
」
と
い
う
意
味
を
併
せ
て
持
つ
の
は
、
そ
の
原
義
に
「
求
め
る
」

　
労
い
う
意
味
が
あ
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
・
フ
か
。
得
よ
う
と
す
る
心
は
、
失

　
う
患
い
ど
す
る
心
と
、
一
つ
、
の
も
の
の
異
な
る
伶
用
、
転
発
現
で
あ
る
。

　
　
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
が
喝
破
し
た
よ
テ
に
、
万
物
は
流
転
す
る
。
語
義
も

　
ま
た
変
遷
す
る
。
「
先
生
」
と
は
元
来
は
敬
重
す
べ
き
人
物
の
は
ず
で
あ
る

が
、
「
先
生
と
呼
ん
で
灰
吹
き
捨
て
さ
せ
る
」
と
い
う
川
柳
も
あ
る
。
わ
た

　
く
し
な
ど
は
、
毎
日
、
灰
皿
を
洗
っ
て
い
る
。

　
、
求
め
て
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で
は
、
確
か
に
胸
も
つ
か
え
回
し
、

旧
懐
も
三
七
る
。
こ
の
原
義
か
ら
∩
先
に
挙
げ
た
和
訓
に
見
え
る
幾
つ
か

め
意
味
が
転
義
と
し
て
派
生
し
尤
も
の
で
あ
ろ
う
。

．
，
勿
論
《
中
国
の
古
曲
ハ
に
は
、
，
「
国
ヲ
愛
ス
」
と
い
う
言
葉
遣
い
が
見
え
て

　
い
る
の

　
　
　
明
主
愛
三
三
、
忠
臣
愛
旧
名
。
（
戦
國
、
秦
策
）

　
　
周
君
山
豆
能
無
愛
國
哉
。
（
三
三
、
西
周
策
）
　
　
　
，
　
　
－

　
　
封
建
諸
侯
、
各
世
其
位
、
欲
陸
羽
皇
漢
子
、
愛
三
三
家
。
（
萄
悦
漢
紀
、

　
　
景
帝
紀
）
，

な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
℃
讐
ユ
♀
δ
白
の
「
愛
国
」
で
は
な
、

い
。
君
主
め
愛
国
で
あ
っ
て
、
三
民
の
愛
国
で
は
な
い
。
後
節
に
掲
出
す

る
英
華
辞
書
の
訳
語
や
用
例
に
見
る
と
お
り
、
三
訂
。
ひ
δ
白
の
「
愛
国
」
と

は
、
人
民
が
国
を
愛
す
る
こ
と
で
あ
る
謁

　
要
す
る
に
、
中
国
本
来
の
漢
語
に
は
、
冒
舞
ユ
○
一
一
ω
ヨ
に
相
当
す
る
熟
字
．

と
七
て
の
「
愛
国
」
は
見
当
た
ら
な
い
。
む
し
ろ
（
な
い
の
だ
ど
、
言
い

．
切
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
初
期
の
英
華
辞
典
が
b
象
ユ
9

娼
三
三
。
叶
δ
ヨ
の
語
釈
中
φ
8
一
〇
＜
Φ
o
口
Φ
”
ω
o
O
⊆
三
三
．
に
、
「
愛
国
」
と
い

う
訳
語
を
、
容
易
に
は
与
え
よ
う
と
し
な
か
っ
た
事
実
か
ら
も
傍
証
し
う

る
。

，
君
・
王
の
愛
国
の
「
愛
」
は
「
仁
恵
」
で
あ
り
、
「
愛
惜
」
で
あ
る
。
こ
の

場
合
の
「
愛
」
め
語
義
も
ま
だ
和
訓
の
範
囲
を
出
な
い
。
そ
じ
て
、
君
主

の
愛
国
の
「
国
」
は
、
論
語
に
、

　
　
有
民
人
焉
、
有
社
稜
焉
。
・
（
先
進
第
十
一
一
）

と
い
う
民
人
で
あ
り
、
聖
上
で
あ
る
。

五
　
辞
書
に
お
け
る
「
愛
国
」

　
国
語
辞
書
に
お
け
る
「
愛
国
」
と
い
う
語
の
初
出
は
確
定
し
が
た
い
。
・

い
ま
、
そ
の
最
初
期
に
属
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
、
幾
つ
か
挙
げ
て

お
く
つ

「
開
明
節
用
集
」
　
山
本
與
助
　
明
治
七
序
（
明
治
九
刊
）

ア
イ
コ
ク
　
　
ア
イ
ナ
両

，
・
愛
國
愛
想

　
　
　
ク
ユ
　
　
　
ヲ
毛
フ

「三

O三

O
普
通
漢
語
字
引
大
全
」

　キ
5ギ、

クノ

衡
図多・

≒
轍
概
漢
語
字
数
」

平
田
繁
・
，
明
治
八

八
黒
磯
（
「
ク
ニ
ヲ
ダ
イ
ジ
ニ
ス
ル
」
の
誤
か
。
）

荘
原
和
，
明
治
九

、
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－
　
　
　
　
　
　
「
ア
イ
コ
・
ク
．
ー

ブ
f
　
　
セ
キ

董
虜
惜
乏
．
ガ
石
薗
國
，
手

　
［
三
三
三
脚
聞
文
明
い
ろ
は
字
引
」
　
片
岡
義
助
　
明
治
一
〇

愛
敬
紗
五
重
古
諺
ポ

ク
轟
！
才
ク
メ
ヲ

愛
憐
ア
い
ム

そ
し
て
、
こ
れ
は
高
橋
五
郎
の
「
割
句
い
ろ
は
周
忌
」
（
明
治
二
一
）
、
漏
著

い
ろ
は
群
遊
」
（
明
治
二
二
）
、
、
そ
の
他
に
も
引
き
継
が
れ
て
行
ぐ
。

“
～
口
《
　
隣
囲
（
口
㊦
團
幡
》
珊
丙
颯
レ
柵
）
　
℃
昏
．
す

　
・
．
陰
。
・
ヨ
㎞
、
℃
お
ρ
書
δ
諏
。
●

“
5
臼
（
・
ρ
｝
（
恥
）
ヒ
陣
圓
み
（
α
㊦
團
嘩
汁
豊
漁
橘
が
．

　
　
畝
）
」
》
一
三
＆
。
ざ
ξ
∫
§
。
。
而
9
お
、
。
。
8
巨
3
．

る
い
旧
く
　
愛
國
（
己
の
國
を
大
事
に
思
ふ
事
）

あ
い
こ
く
し
ん
（
名
）
愛
彫
心
（
己
の
國
を
大
切
㌻
る
心
）

こ
の
よ
う
に
し
て
、
「
愛
国
」
と
い
う
語
は
沸
ま
ず
通
俗
的
な
用
字
・
用
語

辞
書
の
類
に
採
録
さ
れ
充
が
、
所
謂
《
本
格
的
辞
書
は
、
未
だ
こ
の
語
を
9

採
録
す
る
に
至
ら
な
い
ゆ
こ
の
事
実
は
、
‘
、
確
か
に
、
こ
の
語
の
出
自
を
暗
・

示
す
る
。
近
代
的
国
語
辞
書
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
も
の
と
評
価
し

て
よ
い
「
語
彙
」
（
編
輯
総
裁
　
木
村
三
三
　
編
輯
寮
刊
）
の
「
阿
之
部
」

　
（
明
治
四
）
は
、
こ
の
語
を
掲
載
し
な
い
。
本
格
的
辞
書
で
、
こ
の
語
を

　
　
　
　
　
　
　
　
も
ず
め
た
か
み

採
録
す
る
も
の
は
、
物
集
高
見
の
「
日
本
大
三
三
」
〈
明
治
二
七
）
か
ら
で

、
・
あ
ろ
う
か
。

あ
い
ζ
〈
、
ナ
。
愛
國
。
ζ
に
τ
を
た
回
せ
つ
ユ
お
も
あ
を
砂
ふ
。

　
「
日
本
普
通
語
ノ
僻
書
ナ
リ
」
と
言
う
大
槻
文
彦
先
生
の
「
縞
呪
言
海
」

（
明
治
一
七
序
　
明
治
二
三
ー
二
四
刊
）
も
、
こ
の
語
を
掲
載
し
な
い
。
た

だ
、
「
あ
い
一
す
（
愛
）
」
の
項
に
、
「
國
ヲ
愛
ス
」
の
用
例
が
あ
る
。
山
田

忠
雄
氏
は
、
「
紅
海
」
’
を
評
し
て
、
「
明
治
初
年
以
降
官
民
共
に
用
い
た
所

謂
　
漢
語
や
字
音
語
－
を
載
せ
ろ
事
が
少
い
」
こ
と
を
、
そ
の
欠
陥
の
一

つ
と
す
る
（
「
近
代
國
語
酔
書
の
歩
み
」
一
九
八
一
）
。
「
愛
国
」
と
い
う
語
　
．
【

も
、
こ
の
テ
ち
に
包
含
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
つ
「
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
五

、
大
槻
先
生
は
、
「
大
言
海
　
第
一
巻
」
（
略
和
七
〉
に
至
っ
て
、
こ
の
語
　
＝
．

・
を
採
録
じ
た
ゆ
そ
の
語
釈
の
特
色
は
、
他
の
諸
辞
書
、
例
え
ば
陶
上
田
萬

　
　
（
大
言
海
）

・
あ
い
－
こ
く
噛
茎
　
函
丈
ク
昌
か
モ
．
蓼
コ
有
國

　
、
ヲ
愛
シ
テ
、
心
ヲ
盤
ス
コ
ト
。
忠
君
愛
國
．
愛

　
　
國
心
ナ
ド
云
フ
ハ
、
人
民
ノ
、
共
國
宗
二
封
シ

　
　
．
テ
．
三
巴
鳥
感
恩
．
依
頼
等
ノ
念
ヲ
懐
旧
テ
、
其

　
　
存
績
、
釣
眼
ヲ
圖
ツ
、
外
國
ノ
犯
ス
事
ナ
ド
プ

　
　
ラ
バ
、
極
力
、
コ
レ
ニ
抵
抗
シ
、
國
ノ
利
益
ヲ

　
　
保
護
弘
、
利
横
ヲ
伸
張
セ
ム
、
ト
ス
ル
コ
ト
ナ

　
　
レ
。
載
隅
策
、
秦
策
「
明
主
鯉
鵠
其
図
凶
舐
臣
二
毛
君
名
こ
・



　
〈
、
大
日
本
国
語
辞
典
）

あ
い
－
こ
く
　
　
旧
劇
、
（
名
）
　
自
國
を
大
切
に

　
思
ふ
こ
と
。
「
愛
山
の
思
想
」
筍
惟
漢
紀
「
親
レ
民

　
如
レ
子
、
愛
レ
観
望
レ
家
」

　
年
．
松
井
簡
治
共
著
「
大
日
本
言
語
辞
典
」
（
大
正
四
一
入
）
と
比
べ
て
も

明
ら
か
で
あ
る
。
語
義
を
別
書
す
る
こ
と
、
即
物
的
か
つ
具
体
的
で
あ
る
。

国
語
辞
書
に
つ
い
て
の
論
り
、
有
象
無
象
の
庵
廿
o
o
七
三
ゴ
Φ
『
は
存
在
し

存
在
し
た
が
、
真
に
一
Φ
臥
o
o
ひ
q
鑓
O
ぽ
2
の
名
を
献
呈
す
る
に
足
る
人
は
、

大
槻
先
生
た
だ
お
一
人
で
あ
り
、
ま
た
、
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
　
「
愛
国
」
の
語
釈
に
つ
い
て
も
．
先
生
の
語
釈
の
懇
切
周
到
な
る
、
間
然

す
る
所
は
な
い
。
と
く
に
「
人
民
ノ
」
の
一
句
は
、
こ
の
語
釈
の
眼
目
で

あ
喝
。
た
だ
、
惜
し
む
べ
き
は
、
例
文
に
秦
策
を
提
示
さ
れ
た
こ
乏
で
あ

る
。
こ
れ
は
先
生
の
千
慮
の
二
三
で
あ
っ
た
．
ろ
う
ρ
語
釈
で
は
人
民
が
国
－

を
愛
し
、
例
文
で
は
君
主
が
国
を
愛
す
る
．
．
語
釈
と
例
文
と
、
互
に
慰
静

背
馳
す
る
こ
と
、
風
馬
牛
も
及
ば
な
い
。
「
大
日
本
國
語
僻
典
」
も
ま
た
こ

　
あ
や
ま
り

の
謬
を
犯
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
謬
は
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
（
昭
和

四
七
一
五
一
）
に
も
引
継
が
れ
て
い
る
。
誠
に
、
辞
書
を
作
る
こ
と
ほ
ど
、

後
人
を
誤
る
も
の
は
な
い
。
孟
子
に
は
、
彊
信
書
則
不
足
無
書
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
こ
と
こ
と

辞
書
も
ま
た
尽
く
は
信
ず
べ
か
ら
ざ
る
も
の
の
一
つ
で
あ
惹
。
、

　
’
国
語
辞
書
に
つ
い
で
、
英
和
辞
書
の
類
を
見
れ
ば
、
訳
語
ど
し
て
の
「
愛
．

，
国
」
．
と
い
う
語
の
初
也
は
、
こ
れ
も
ま
た
確
定
し
が
た
い
。
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ば
た
ま
さ
き
ち
　
　
　
　
　
　
こ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
す
た
か
し

　
属
目
の
ま
ま
に
記
述
す
れ
ば
、
柴
田
昌
吉
お
よ
び
子
安
峻
の
共
編
に
よ
’

る
「
三
三
三
和
字
彙
」
（
甲
八
七
三
　
朋
治
六
〉
・
は
、
そ
の
最
三
期
の
一
つ
、

，
で
あ
ろ
う
。

汐
§
碁
・
帥
ゴ
「
g
y
一
周
．
親
ギ
螂
鮭
罐

二
言
三
章
9
、
凶
潔
）
義
射
ア
ル
・
麟
儲
ナ
ル
晦

、
♪
．
‘
　
・
．
鵜
ナ
ル
・
愛
寧
潔
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
ボ
　
　
　
ク
ニ
ロ

胃
暮
鼠
。
餓
。
琵
）
・
　
（
弓
帥
汰
り
一
－
父
母
ノ
國
ラ
愛
シ
テ

　
。
窪
『
亭
ε
｝
ミ
～
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ン

H、]
。
序
言
（
弓
鋒
阜
。
酔
－
義
氣
、
忠
心
、
忠
義
．
愛
國
ノ
、

一
凶
旨
ζ
・
・
　
、
～
．
　
騎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

訳
語
を
対
照
す
る
た
め
に
、
一
〇
矯
巴
蔓
の
項
を
も
併
せ
て
掲
出
す
る
。

H
る
関
巴
（
一
〇
受
巴
・
）
り
§
「
　
　
「
由
心
ナ
ル
、
由
心
裳
帆
ナ
ル
隔
ゆ
心
癖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
魏
　
’

ご
饗
巨
δ
（
一
亀
巴
－
蓉
y
3
一
由
心
臣
、
義
士

蓼
畜
ξ
（
一
〇
雄
馬
自
）
為
§
思
義
『
懸
留
二

　［

齊
ﾀ
崎
（
一
〇
一
芭
・
ε
り
§
　
忠
義
、
典
實
’

　
異
国
平
文
先
生
の
「
和
英
語
林
集
成
」
で
は
、
そ
の
第
一
版
八
一
入
六

七
慶
応
三
）
．
第
二
版
（
一
八
七
ニ
ド
明
治
五
）
と
も
に
、
本
文
の
部
に

．
「
愛
国
」
と
い
う
見
出
語
は
な
く
、
，
索
引
の
部
に
「
愛
国
」
と
間
う
訳
語

は
な
い
。
そ
れ
は
第
三
版
（
・
一
八
八
六
　
明
治
一
九
）
に
初
め
て
見
え
て

・
い
る
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
、

一一Vノ、



、
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ck．」，

r
「
撒
酷
英
和
字
彙
」
■
に
先
行
す
る
辞
書
は
、
「
英
和
封
繹
袖
珍
僻
書
」
（
一

八
六
二
　
文
久
二
）
で
あ
る
。
」
回
れ
は
幕
府
の
訳
官
、
堀
達
之
助
が
編
集

、
、
王
任
と
な
り
、
洋
童
一
調
所
か
ら
也
版
さ
れ
允
。
底
本
億
窪
嵐
・
霊
。
鷲
α
の
冨

§
§
．
慧
§
妹
§
職
敵
ミ
、
旦
誉
爵
書
堂
b
§
智
匙
§
様
b
ミ
、
ら
電

．
爵
騨
二
三
蕊
ミ
愈
鯵
の
第
二
版
．
（
N
町
彫
し
d
O
自
廿
巴
笠
．
判
。
。
零
Y
の
英
蘭
の
部

「
で
あ
る
が
馬
、
訳
語
は
」
「
和
繭
字
彙
」
（
潤
0
β
曾
君
習
U
O
Φ
中
江
著
　
桂
川
甫

周
校
訂
　
一
八
五
五
一
」
八
五
八
　
安
政
一
、
一
－
五
）
の
影
響
を
受
け
て
い

る
，
両
者
の
対
照
は
つ
ぎ
の
と
お
り
．
で
あ
る
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
」
（
英
和
封
繹
袖
珍
辞
書
）
．

”
翫
。
【
》
「
、
ン
久
母
ム
倒
デ
蓼
失
、

　
底
本
に
は
、
・
た
ん
に
矧
讐
怯
。
計
鯵
§
§
鳩
ミ
謡
魯
8
曾
妹
蕊
9
§
．
な
ぜ
と
、

∫

あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
和
蘭
字
彙

誉
一
●
鄭
ミ
も
ミ
嚢
・
．
　
　
　
　
　
，
　
三
三
ブ
好
デ
髪
．

旧
劇
．
鰹
回
訓
嘗
ぎ
ミ
辱
旧
き
㌔
㍉
「
．
　
　
　
，
ゑ
、

　
　
「
和
蘭
字
彙
」
は
、
所
謂
「
ド
ゥ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
」
（
一
八
一
．
○
年
代
、

文
化
年
間
成
立
）
の
版
本
と
言
っ
て
よ
く
、
底
本
は
閏
『
9
需
。
δ
＝
巴
§
笹

ミ
9
ミ
§
ぽ
寒
ミ
§
ミ
ミ
群
ミ
」
§
誉
謹
ら
ミ
ミ
亀
貯
§
：
b
　
一
こ

直
蕊
ρ
で
あ
る
。
蘭
語
⑳
筆
記
体
は
読
み
に
く
い
の
で
活
字
体
に
改
め
為
。

　
＜
＞
U
国
三
三
》
Z
U
国
酒
N
・
ヨ
・
、
＜
o
o
議
β
巳
Φ
ツ
N
菅
ω
＜
降
。
α
Φ
ユ
書
参
‘
」
　

　
　
9
欝
脳
§
叫
ミ
§
“
鶏
魯
ミ
魯
出
U
び
Φ
8
0
暮
8
廿
息
6
①
”
α
q
Φ
q
o
⊆
嶺

　
　
．
＜
巴
①
二
9
昌
ユ
9
國
ジ
　
自
　
慰
ミ
。
弓
馬
　
ミ
域
　
8
妹
　
ミ
§
　
嶺
気
ミ
恥

　
　
ら
O
§
匙
ミ
ミ
結
・
　
　
　
　
、
　
㌦
　
　
　
　
‘
．
　
－
　
　
　
　
　
．
　
．
，

　
底
本
の
三
三
は
、
蘭
語
尉
出
語
回
蘭
語
に
よ
．
る
語
釈
・
私
語
に
よ
る
語

」
釈
・
蘭
語
例
文
・
例
文
仏
訳
、
二
女
っ
て
お
り
《
「
和
蘭
字
彙
」
」
で
は
、
「
仏

語
の
個
所
は
、
勿
論
、
・
．
省
か
れ
て
い
る
。
語
釈
の
邦
訳
は
、
不
思
議
な
ご
．

と
に
仏
語
語
釈
に
よ
り
て
．
い
る
。
蘭
語
語
釈
に
よ
れ
ば
、
祖
個
の
守
護
者
、
・

と
で
も
な
ろ
う
9
そ
七
て
ハ
例
文
の
邦
訳
は
、
．
蘭
仏
の
い
ず
れ
に
よ
る
も
q
、
㌦

完
全
な
誤
訳
と
七
か
言
い
よ
う
が
な
い
っ
「

　
領
事
字
彙
」
の
場
合
、
適
し
、
そ
の
底
本
が
ぎ
言
。
α
・
蒙
・
の
§
9

誉
N
ミ
ミ
§
＆
遷
ミ
、
糸
魚
．
寒
駐
隷
ミ
塵
ミ
・
い
。
旨
α
。
戸
H
。
。
翌
（
2
①
噸

Φ
隻
・
戸
H
磐
）
ま
た
は
9
§
§
駐
ミ
爵
§
ミ
息
§
ミ
』
8
、

、
山
σ
P
蕊
①
ω
．
の
W
ず
れ
か
で
あ
っ
．
だ
と
す
九
楼
、
一
そ
の
暑
E
♀
切
語
三

三
、
諺
三
月
ω
8
噸
三
脚
。
＜
Φ
ω
．
ぼ
・
．
、
8
巨
轡
『
叫
逼
昆
N
O
二
言
老
メ
望
唱
ゆ
吋
甘
ω

営
鐘
践
ω
㌦
冨
琶
詳
・
勇
奮
撃
で
あ
る
∵
之
農
簡
潔
窯
7
「
愛
周

一七一



者
」
と
し
た
と
こ
ろ
が
、
柴
田
・
子
安
の
手
柄
か
と
言
う
に
、

な
い
。
彼
等
は
世
間
の
通
用
に
従
っ
た
ま
で
で
あ
る
。

六
　
「
愛
国
」
の
初
出
，

そ
、
つ
で
は

　
　
「
愛
国
」
と
い
う
語
は
（
す
で
に
一
般
に
行
な
わ
れ
て
い
だ
。
そ
れ
は
、
・

．
入
名
に
も
、
・
政
党
名
に
も
、
用
い
ら
れ
て
い
る
。
’

　
　
人
名
と
し
て
は
、
「
本
朝
僻
耳
」
（
宇
田
甘
冥
著
　
明
治
四
）
σ
校
思
者

　
に
、
堀
越
愛
圃
ど
い
う
人
が
い
る
（
伝
、
未
詳
）
。
政
党
名
と
し
て
は
、
愛

　
国
公
党
（
明
治
七
年
結
成
）
・
愛
国
社
（
明
治
八
年
結
成
）
な
ど
が
あ
る
。

　
明
治
初
年
、
国
学
者
・
漢
学
者
・
洋
学
者
、
そ
し
て
民
権
論
者
と
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
つ

　
こ
そ
禰
宜
も
釈
子
も
そ
の
別
な
く
「
愛
国
」
を
説
い
て
い
る
ざ
ま
は
、
一

　
種
の
奇
観
で
さ
え
あ
る
。
「
愛
掴
民
権
家
」
と
い
う
語
ま
で
発
明
さ
れ
た
。

　
　
当
時
の
「
愛
国
」
と
は
、
ど
ん
な
思
想
で
あ
っ
た
か
。
こ
れ
に
は
二
つ

　
の
派
が
あ
る
。

　
　
一
つ
は
、
ひ
た
す
ら
に
忠
君
の
誠
を
尽
す
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
世
界
に

お
け
る
日
本
の
独
立
を
全
う
す
る
所
以
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
愛
国
で
あ
る
、

と
言
う
も
の
（
ユ
唱
姻
勲
難
愛
國
説
」
　
明
治
七
）
。
謂
わ
ば
、
忠
君
愛
国
派
ど

「
で
も
称
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
い
ま
一
つ
は
晒
自
由
の
民
権
を
確
立
す
る
こ
と
が
h
す
な
わ
ち
世
界
に

．
お
け
る
巳
本
の
国
権
を
拡
張
す
る
所
以
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
愛
国
で
あ
る
、
．

と
言
う
も
の
（
「
愛
國
志
林
」
　
明
治
＝
二
）
。
謂
わ
ば
、
民
権
愛
国
派
と
で
，

も
称
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
・

＼　

ｱ
の
両
派
の
立
脚
地
は
根
本
的
に
異
な
る
が
ハ
い
ず
れ
も
国
家
主
義
で

あ
乃
こ
と
に
変
り
は
な
い
。
・
そ
し
て
、
こ
の
国
家
主
義
ば
当
時
の
国
際
的

環
境
が
触
発
策
励
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
思
想
を
表
現
す
る
の

・
に
、
本
来
の
和
語
で
も
漢
語
で
も
な
い
、
そ
の
意
味
で
は
素
姓
が
い
か
が

わ
し
い
と
も
言
・
え
る
「
愛
国
」
と
い
う
語
を
用
い
た
と
こ
ろ
は
、
一
つ
の

時
代
的
風
景
で
あ
る
。

　
こ
の
「
愛
国
」
と
い
う
語
の
文
献
上
の
初
出
は
、
こ
れ
も
特
定
七
が
た

い
。
た
だ
、
こ
の
語
の
初
期
の
使
用
例
が
翻
訳
書
に
出
現
炉
る
こ
と
、
な

ら
び
に
、
初
期
の
使
用
者
が
洋
学
に
薫
染
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
、
こ
の

二
つ
の
事
実
は
、
こ
れ
ま
た
確
か
に
こ
の
語
の
出
自
を
暗
示
す
る
。
以
下
、

任
意
に
属
目
の
ま
ま
挙
例
す
る
。

人
民
ヲ
一
幕
ト
ナ
シ
以
テ
王
家
共
同
ノ
念
ヲ
ァ
ラ
シ
メ
サ
レ
ハ
外
冠

ヲ
禦
キ
外
侮
ヲ
憐
ク
カ
如
キ
愛
圃
ノ
心
念
薄
ク
．
（
ミ
ル
廃
道
．
永
峰
，

秀
樹
課
「
代
議
蛇
石
　
四
」
　
明
治
入
）
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
由
ノ
）

旧
故
二
人
暴
國
創
聾
ル
者
ハ
須
ラ
ク
此
精
神
ヲ
有
成
ス
ル
ヲ
務

ム
ヘ
シ
若
シ
筍
ク
モ
此
精
神
ヲ
非
ト
シ
例
必
卑
屈
心
ヲ
以
テ
是
ト
ス

ル
ト
キ
ハ
縦
令
ヒ
愛
馬
ノ
情
如
何
二
，
深
厚
ナ
ル
モ
眞
二
愛
國
ノ
道
ヲ

失
フ
カ
故
二
三
テ
運
筆
ノ
衰
頽
ヲ
促
ス
カ
如
シ
パ
加
藤
弘
之
「
國
膿

新
論
」
　
明
治
入
）

富
強
に
属
す
る
分

　
廉
恥
の
風
を
崇
ぶ
、
・
愛
國
の
心
を
厚
く
せ
し
む
一
武
更
節
義
を
尊

　
ぶ
、
三
三
華
麗
を
禁
ず
（
西
村
茂
樹
「
三
三
強
兵
論
」
　
明
治
一
σ
）

古
昔
希
臆
の
初
め
て
興
る
や
、
三
民
強
健
剛
毅
に
し
て
國
を
愛
す
る

一八一



の
心
深
し
、
故
に
能
く
波
斯
の
大
敵
を
破
り
、

す
、
（
西
村
茂
樹
「
陳
言
一
則
」
　
明
治
六
）

威
名
を
四
隣
に
耀
か

今
の
世
に
生
れ
荷
も
愛
風
の
意
あ
ら
ん
者
は
、
官
私
を
問
は
ず
先
づ
・

自
己
の
濁
立
を
謀
り
、
絵
力
あ
ら
ば
他
入
の
猫
立
を
助
け
成
す
べ
し
。
・

（
福
澤
論
証
「
學
問
の
す
・
め
　
三
編
」
．
明
治
六
）

サ
レ
バ
、
コ
ノ
時
、
國
ヲ
愛
シ
民
ヲ
助
ク
ル
義
士
、
オ
モ
ヘ
ラ
ク
、

　
カ
ク
人
民
ノ
三
三
ラ
ザ
ル
ハ
、
君
主
ノ
権
二
限
界
ナ
キ
ユ
エ
ナ
リ
、

，
今
回
η
ハ
、
君
主
民
ヲ
治
ム
ル
ノ
椹
二
限
界
ヲ
立
テ
定
ム
ベ
シ
ト
、

．
（
三
三
著
　
中
村
敬
太
郎
課
「
自
由
之
理
」
　
明
治
四
）
　
　
　
◎

右
原
文
　
↓
げ
Φ
巴
β
昏
Φ
お
暁
。
同
ρ
o
h
℃
9
鼠
。
房
≦
鋤
ω
8
ω
卑
下
三
三

8
窪
Φ
O
o
≦
興
奢
嵐
9
昏
Φ
歪
一
霞
ω
ぎ
巳
α
び
Φ
ω
自
睦
Φ
「
＆
8
，

①
×
興
鼠
ω
①
O
＜
興
昏
①
8
§
ヨ
ニ
昌
蔓
”
レ
：

，
三
人
に
は
三
物
に
向
て
選
む
外
に
℃
鋤
謡
一
三
ヨ
と
い
ふ
あ
り
。
己
レ

か
父
子
兄
弟
を
思
ふ
こ
と
に
も
あ
ら
す
馬
瀬
タ
自
然
に
己
れ
か
生
國

・
を
懸
ひ
思
ふ
か
如
き
こ
れ
を
愛
國
の
誠
と
い
ふ
。
（
鼠
壁
「
百
學
連
環

第
二
編
　
中
」
　
明
治
三
）
、
．

・
ま
た
、
三
三
戊
申
に
は
、
つ
ぎ
の
著
書
が
あ
る
（
未
見
）
。
‘

　
、
「
愛
國
頒
四
＋
八
三
」
、
（
安
政
三
年
自
序
）

三
盆
は
、
「
三
才
究
理
碩
二
百
五
士
額
」
（
天
保
七
年
序
）
を
述
作
し
て
、
国

学
・
儒
学
・
蘭
学
の
三
才
に
通
暁
す
る
と
自
称
し
た
男
で
あ
り
、
蘭
語
文

法
、
つ
ま
り
西
欧
語
文
法
を
下
敷
ぎ
に
し
て
、
日
本
語
文
法
を
組
織
し
よ

・
つ
と
試
み
た
最
初
の
男
で
も
お
る
。
・
こ
の
浅
薄
な
思
い
つ
き
は
当
然
に
し

て
学
問
的
に
は
失
敗
し
た
が
、
彼
の
「
愛
国
」
と
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。

　
　
赤
心
に
國
を
愛
す
る
志
を
述
べ
て
．
赤
心
録
と
名
け
候
は
當
申
候
や

　
　
否
や
不
下
書
へ
共
、
す
べ
て
天
下
の
人
々
自
訴
を
愛
す
る
は
當
然
に

　
　
て
御
座
候
慮
、
戊
申
は
我
福
運
の
御
民
た
り
、
帝
國
の
事
を
大
切
に

　
．
三
三
赤
心
を
相
三
三
故
、
赤
心
録
ど
は
申
候
な
り
。
（
「
赤
心
録
」
　
安

　
　
政
四
年
序
）

戊
申
は
、
「
愛
国
」
と
い
う
語
の
最
初
の
使
用
者
で
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
、

そ
の
最
初
期
の
使
用
者
の
、
一
人
で
は
あ
っ
允
っ

　
　
　
七
　
中
国
の
辞
書
に
お
け
る
「
愛
国
」
．

　
法
華
・
英
華
辞
書
の
類
に
、
「
愛
国
」
と
・
い
う
訳
語
が
出
現
す
る
の
は
、

管
見
の
限
り
で
は
、
．
一
入
九
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

畢
君
「
法
漢
合
壁
字
典
」
　
北
京
、
．
一
八
九
一

三
遍
二
g
。
遷
汁
。
薄
濁
。
達
引
慰
迦
。
蔚
亭
。

・
回
想
煉
図
・
諭
図
三
三
融
，
瞭
。
勘
図
濫

　
齢
。

窄
g
二
g
討
日
。
論
團
」
螺
㎏
。
メ
．
蝋
。
斗
ウ
艶

　
團
。
融
、
里
言
團
。
醸
画
。
1
・
聾
単
ウ
畿
渤

．
團
。
》
ウ
。
要
旨
。
囎
強
・
韓
汁
。
．

一九一



「
達
僻
字
典
」
．
香
港
　
一
八
九
八

Pa轍，・・忠烈書影隠士g肚
tt

m）
P・t・i・ti・，…lj・’ 於�､國的、如
様様幹回以自己國爲三
者．職二死於沙場一門増

辱病臥t
　A再三・。1・・i・・．忠烈明証

岩兵，

撒瀦剛劇
－愛國之風
P・tri・ti・m，・・愛國之心．．

　He　de▼oted　h陣gelf　to　th・・dutics

of　his　high　OM．ce・（with　true2）avi’iet・ism，

以忠烈愛機之心、
　fl’he　plait　vvus’carried　ou　t　by　pri－

vAte　individuals　（in　a　pure　spirit，　of’

卿・・’三二愛重之開心者，』

　It　is　a　noble　1）atriot・；s？n，　which一

三akes　a　man　desire　tO　leavti　behind

him　so’高?狽?奄獅〟@whi．ch　shatl　be　’　bgnefit

to　his　cottntry　a｛ter　his　decease．　’

　
、
顔
恵
慶
「
英
華
大
僻
典
」
上
海
　
一
九
〇
八
、
．

．
用
9
。
三
一
。
計
（
鵠
、
み
お
る
ひ
）
δ
●
O
ロ
Φ
詔
ゲ
。
ざ
く
霧
言
・
・

・
8
牽
け
q
一
碧
餌
溢
9
〈
0
8
創
．
8
‘
昔
風
冨
冨
器
り

　
陥
翻
藻
覧
盤
」
ビ
黎
聾
し

吋
暮
ユ
O
試
ρ
（
℃
鋤
み
話
6
ひ
、
・
貯
Y
9
●
　
周
巳
一
〇
n
b
尾

　
b
8
日
b
8
侮
σ
望
℃
9
。
け
ユ
。
訟
。
。
日
｝
濁
囲
魯
｝
爆
野
臥
噂

　
扉
熊
魯
●

団
9
鼠
。
嘗
0
9
。
営
ざ
（
冨
－
窪
①
δ
ひ
、
占
写
餌
＝
①
）
ミ
§
　
膨
．

　
牌
娼
葺
臥
。
謡
。
昭
省
電
蔚
爆
鳩
識
醜
M
漁
圖
陛
滞
．

白
9
昌
。
餓
m
日
日
（
冨
、
毒
①
6
点
N
3
）
§
・
白
。
イ
σ
o
h
8
積
・

　
．
霞
ど
、
醜
弓
｝
扉
黙
”
瀕
囲
弓
u
雛
厘
弓
℃
寧
蜂
瀦
圖
・

国
区
9
三
四
｛
四
ω
鑑
．
H
。
・
国
り
9
「
図
三
塁
。
卜
犀
ミ
。
置
、
6
，
げ
傘

　
　
ロ
リ
ω
三
三
詔
O
ヴ
O
げ
α
・

類
細
註
O
購
裁
蓼
h
．
匡
．
」
鉱
ざ
潮
回
、
帥
．
磨
り
聴
講
置
叩

　
　
O
冨
謁
噛
．
蹴
臣
炉
菖
年
三
酔
ω
h
三
三
説
酔
辞
・
円
瀞
げ
ぽ
げ
・

　
　
雨
戸
瞬
・
祠
蓼
＾
喜
巨
σ
Q
冨
弗
試
戸
・
O
げ
琶
㏄
ゴ
碧
訟
ど

　
　
畑
鼠
9
δ
国
①
算
塗
動
響
応
・
犀
竜
”
脚
目
σ
q
膨
”
h
ぞ
昏
げ

　
　
皆
・
σ
q
憲
鼠
”
訴
額
一
．
げ
や
h
W
．
け
三
碧
鼠
g
剛
。
・
．
。
昼
。
β

　
、
黙
湘
燦
㌔
ぽ
中
H
娼
ぼ
出

始
弩
§
貯
B
購
識
二
幅
“
H
岸
瀕
齢
蔚
ら
喜
琶
。
q
＾
三
日
レ

　
　
O
冨
轟
血
刀
旦
蔚
購
’
9
毒
q
q
や
6
け
弼
茜
炉

　
英
華
辞
書
に
お
け
る
訳
語
の
推
移
を
見
れ
ば
、
英
華
辞
書
が
冥
冥
裡
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
が
ヒ

英
和
辞
書
か
ら
受
け
た
で
あ
ろ
テ
影
響
に
想
到
し
て
も
A
強
ち
に
無
稽
と

は
言
い
切
れ
ま
い
。

　
日
本
人
は
、
ロ
栗
鼠
○
ぼ
ω
ヨ
を
．
そ
の
語
釈
8
一
〇
＜
①
8
Φ
、
ω
8
口
葺
蔓
に
よ

．
っ
て
、
軽
忽
に
毛
「
愛
個
」
と
翻
訳
（
む
し
ろ
誤
訳
）
し
た
が
、
中
国
語

の
「
愛
」
．
の
語
義
を
よ
く
知
る
人
は
、
「
愛
」
．
は
こ
の
場
合
の
♂
一
〇
＜
①
の

訳
語
ど
し
て
は
適
切
で
な
い
ど
考
え
た
に
違
い
な
い
コ
確
か
に
貸
8
一
〇
＜
①

が
持
つ
語
義
の
あ
る
部
分
は
、
「
愛
」
と
し
か
訳
せ
な
い
。
そ
し
て
、
ひ
と

た
び
「
愛
」
が
一
〇
＜
Φ
の
訳
語
と
な
る
や
、
一
〇
＜
Φ
の
持
つ
語
義
の
ほ
と
ん
ど

は
「
愛
」
に
転
移
、
さ
れ
た
。
中
国
語
辞
書
と
し
て
は
、
最
初
の
現
代
的
辞

書
と
評
価
さ
れ
て
い
る
「
剰
語
儀
典
」
（
初
版
　
上
海
、
一
九
三
六
　
第
一

．
回
付
印
）
の
「
愛
」
の
項
を
つ
ぎ
に
掲
出
す
る
。
㌦

」
9

　
一
八
八
○
年
代
以
前
の
英
華
辞
書
の
代
表
例
と
し
て
、
三
布
存
徳
の
「
英
．

華
辞
典
」
（
香
港
　
」
八
六
八
）
を
掲
出
す
る
。



愛【
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
護
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
國
愛
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛

　
だ
が
、
そ
れ
で
も
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
一
〇
＜
Φ

す
る
と
は
回
り
が
、
仏
教
徒
は
仏
陀
を
愛
す
る
と
は
晋
わ
な
い
。
「
愛
」
と

δ
＜
Φ
と
の
語
義
は
現
在
も
三
三
で
は
な
い
。
こ
れ
が
、
初
期
の
英
華
辞
書

び
雁
三
冠
纏
慰
鷺
三
野
臓
鮎

訳
語
の
三
管
た
る
和
臭
に
も
拘
泥
せ
ず
、
こ
れ
を
受
容
し
た
の
で
あ
る
ま

－
い
か
。

　
「
愛
国
」
と
い
う
語
が
一
般
語
彙
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
に
は
、
’
月
本
に
お
「

い
て
明
治
維
新
（
一
八
六
八
）
が
必
要
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
中
国
に
お
い

【愛】（怨）Yl・・y　eli、

圏0親旧的情緒或積憂的事物，如同胞愛・

　　三三愛・割愛。

　●仁恵，如し古墳遺愛也。1（左回・昭

　　公二十年）

　●封女子的弓稻・通媛・如し三人三女

　　日令愛・1（類書日子）

　④姓・見回姓統譜。
國0喜好・親旧・如し心：置旧突・1（詩・

　　小雅・照桑）
　④三三，如し百姓皆以ヨ三爲愛也・1（孟

　　子・梁恵fE上）
　●爾三相悦・如相愛・至愛。．

厳容易，如し天熱東嗜愛壌t・1叉L鐡愛

　三三・1
’S＜＜　xe’　ay　gwo’　’ 堰@’№翌U

國家6如し愛護國旗，是r種愛國

現・1

．．

ﾄ
も
辛
亥
革
命
（
一
九
一
一
）
が
必
要
で
あ
っ
た
ろ
う
。

八
　
結

菰n口

　
以
上
の
よ
う
に
観
察
し
て
来
れ
ば
、
冨
鼠
。
叶
δ
ヨ
に
該
当
す
る
「
愛
国
」

・
と
い
＼
つ
語
は
、
翻
訳
語
と
し
て
、
と
言
う
よ
り
は
む
し
ろ
翻
訳
語
の
意
識
・

な
し
に
、
、
日
本
人
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
、
後
に
中
国
人
に
も
受
容
さ
れ
た

字
音
語
で
あ
ろ
・
ア
と
は
、
相
当
の
確
度
を
も
っ
て
推
定
し
て
よ
ろ
し
い
。

こ
れ
が
本
稿
の
結
語
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
や
逐
う
ち
・
い
《
お
　
参
考
書
誌
部
）

＊
．

＊

一＝「


